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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸地域虐待等困難事例ネットワーク研究会研修会について
日時：3/16（木）18:30～20:00　場所：はちふくプラザねじょう

内容：事例検討（発達障害者への支援を通じて）

申込み締切：3/11（土）参加希望者は案内のメールに返信するか、SWに連絡すること。
・3/6（月）プログラムミーティング実施予定。
・3/7（火）経過記録締切。

・看護グループ内研修について、3/6（月）開催予定の研修が、3/13（月）へと変更になる。

・第5回法人研修について
日時：3/7（火）　3/8（水）　17:30～　
場所： メンタルケア病棟四階　メモリアルホール

テーマ：「糖尿病の治療法と対応薬について」
講師：MSD株式会社　糖尿病領域専任者　宇野様

各自出席予定表の入力を行うこと。

・個人情報漏洩巡視結果が掲示されている為、各自確認すること。
＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～3/3毎月の金銭のやりくりについて担当スタッフとグループホーム世話人を交え面談を行なっている。複数の封筒で管理している様子がある為、次回年金が入った際にスタッフが確認し、金銭管理への介入を行なっていくこととしている。

・田中　一　様　～主治医からも許可があり、今後うみねこ幸房の利用を検討していく予定。幸房を利用している方（八木橋牧雄様）に対して不満を話していることがある為、注意していく。

・村上　元道　様～血液検査を実施しており、今後結果次第で処方薬が変更になる可能性があるとのこと。
・中村　茂　様　～移山寮を見学しており、3/8（水）に妹様を交え、主治医と相談していくとのこと。移山寮では座ってできる農作業を行い、移山寮を利用になった場合、受診病院は青南病院で変わりはなく、移山寮からタクシーで1人で行く予定となっている。
・田名部　浩平様～3/3よりうみねこ幸房の利用を開始している。
・大下　伸治　様～3/14よりグループホーム利用開始予定となっている。
・若松　邦生　様～3/3外泊から帰宅後、本人、両親、相談員、デイケアスタッフ、グループホーム世話人で今後の方向性の確認を実施。現状としては、デイケアの利用、グループホームでの生活を継続していくこととなっている。グループホームでは本日訪問時、生活音がうるさくて眠れず、寝不足でハローワークに行く気が起きないとのことで、来週行くとのこと。今後以前同様イライラする様子がある際には、外泊も視野に入れ対応を検討し、上手く対処していくことが出来るように関わっていく。

・下妻　康貴　様～3/4～3/5まで外泊している。1週間前から禁煙をしているとのこと。
＜青明舎利用者様情報＞
・北村　奈美　様～2/28本人より架電がある。考えても答えが出ないことを考えており、主治医に相談すればすぐ済むことだが、時間の調整が出来ず直ぐに相談出来ない為、主治医に相談するまであまり考えないですむ方法を質問している。電話中、デイケアにて楽しいことや気分転換になることを行なうという方法を話したことを思い出しており、実践してみるとのことで電話を終了している。
・我満　奈津紀様～3/5本人より架電があり、娘様の卒業式が無事終わったと話している。父親にも上記を伝えた際、弟様にアパートの保証人になってもらう件を言われ、迷惑を掛けていると不満を言われたとのこと。本人落ち込みながら電話をしており、父親と距離をとって対処していきながら今後の生活を整えていくことを伝えている。
・高柳　和子　様～3/1定期訪問を実施している。大体眠れており、以前感じた下腹部の違和感については改善した為、病院受診はしていないと話している。
・藤村　翔　様　～3/3来所しており、小遣い帳の確認を実施している。使い方に問題は無く上手くやり繰りは出来ている様子。来所時口臭が目立っているが、本人へ体調を確認すると体重は59㎏で排便が2日間ないのみで特に不調はないと話している。
・田名部　浩平様～3/3来所しており、小遣い帳の確認を実施している。本人より「使いすぎた」との報告があり、詳細を聞くとお菓子を沢山買い、食べ過ぎたとのこと。3/10まで現状でやりくりしなければいけないが、買い込んだものがある為、なんとか大丈夫と話している。
・福井　彩　様　～3/4来所しており、体調について最近太ってきたとのことだが、大きな問題はないとのこと。2/24八戸赤十字病院を受診した際、日常生活で腕が上がらなくなるとのことで、採血検査を実施。結果次第で点滴の治療や、その他の治療をやっていくかもしれないと報告している。本日も来所しており、本人より八戸赤十字病院精神科から処方されている薬を飲んでおらず、受診時に薬を貰いに行っていないと話している。飲まなくても異常はないとのことだが、医師へ報告するよう伝えている。
・東海林　紀子様～3/4来所しており、体調を聞くと、最近太ってしまったことと、下顎の付け根に痛みがあると話している。整形外科や口腔外科の受診を促している。
・松川　順子　様～3/5定期訪問を実施している。先月頃から月曜日に体調不良があり、頓服薬を服用するが効いている感じがしないとのこと。スタッフや主治医に相談しながら対処していくことを伝えている。食事のメニューに偏りがある為、食事についてデイケアにて相談してみるよう促している。また、デイケアでの保険について迷っていると話しており、金銭管理を行なっているあっぷるハートのスタッフとも相談してみるよう促している。
・中居　美津子様～3/5定期訪問を実施している。左膝の痛みがあるとのことだが、他科受診はしておらず、仕事やナイトケアに行っていると話している。現在受診料の支払いを滞納している状態だが、デパートでクレジットカードの申し込みをしたいと希望しており、用途は姉や息子にお中元を贈る為に使いたいと話している。

＜利用者様情報＞
デイケア

・若松　邦生　様～先週は外泊中で休んでいたが、本日久しぶりに来所している。3/3話し合った意向を確認すると「仕事の方は一旦考えないようにし、以前のようにデイケアに参加するようにする。」と話している。デイケアではスタッフと穏やかに会話しており、穏やかな表情で過ごしている。

・澤口　利香　様～母様より架電があり、「食べては吐くの繰り返しで血糖も低くなっているのか、朝も起きてないので休ませます」と連絡があり、本日欠席となっている。

・松倉　健一　様～連絡なく来所しない為、自宅に電話連絡を実施している。母様が出て「今日は姉と病院に行きました」「役所に出すのもあるみたいで出かけています」と情報提供がある。来所時には病状変化に注意しながら今後の対応を検討していく。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、1人で外に出ようとすることがあり、夕食中にも出入り口に行こうとすることがあったとのこと。本日のデイナイトケアでは、出入り口付近に行くことはないが、落ち着きない様子でホールや廊下を歩いている。スタッフの動きを気にしている様子もあり、スタッフと目が合うと、すぐに眼を逸らしてスタッフから離れる様子が見られている。今後も本人の言動に注意しつつ、所在確認を徹底していく。

・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供があり、通所が休みであることを忘れ「どこに行くんだっけ」とスタッフへ話すことあり。会話の途中で通所が休みであることを理解していたとのこと。デイナイトケアでは、プログラム開始前に関係のない道具を準備するなど、普段とは違う様子が見られている。今後も本人の様子を確認し、問題なく行動できるよう介入していく。

・小向　武雄　様～青風荘より情報提供があり、排便時に唸り声を出しており、便の固さを訴えた為下剤を服用しているとのこと。デイナイトケアにて排便状況を確認すると「柔らかいのがでた」と話している。今後も排便状況を確認しながら適時対応していく。

ナイトケア

・中居　美津子様～先週来所時から好意を持つ利用者（下妻康貴様）へ頻回に声をかけており、その他の利用者へ声をかけることは無い。物のやり取りや支払いに関連する発言は聞かれることはなく、好意を持つ相手へ一方的に生活や食事に関する話を続けている。時間が経過しても上記様子は変わらず、一方的に声を掛けながら時間終了まで過ごしている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（若松　邦生　様）　

実施日：H29年3月6日（月）13：00～13：30

担当チーム：田中

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	若松　邦生　様
	性別
	男
	年齢
	27
	生年月日
	S63.6.27

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	就労する。一人暮らしをする

	入院歴
	精神科入院通算　4　回（最近の入院Ｈ28.12.1～Ｈ29.1.13）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：グループホームあおめ
	家族構成：保護者は母で､治療に協力的。これまでの暴力行為の経緯により､父･姉との関係性は劣悪で､治療協力が困難

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

中学2年、同級生から悪口を言われていじめを受けてから女性に対しての苦手意識がある。高校受験に失敗し八戸工業高校第2高等学校に進学。自分の後ろの席が女性であることで同級生から悪口を言われていると被害的になり進学困難となり10月に自主退学
松平病院受診「鬱傾向」。Ｈ17.2月～家族に対して「殺したい」など暴言暴力頻回
Ｈ27.6.27自分をいじめた同級生へ復讐する計画を親に反対され粗暴（警察署に保護される）入院中に松平病院主治医に勧められ秋田県のクリニックへ通院その間高卒認定試験に合格Ｈ20.4月　國学院大学栃木短期大学史学科入学
Ｈ23～アルバイトに応募するが不採用が続き、Ｈ25.3病気を隠してサンワドーでアルバイトするが1週間で退職（人間関係、仕事が覚えられない）
Ｈ25.6月　ハローワーク　障害者求職登録　その後就労移行支援事業「わーくみなと」の利用（Ｈ26.1.28～Ｈ26.1.31）Ｈ26姉に「出て行け、ぶっ殺してやる。あなたがこの家に居るかぎりダメだ。」と言われ金属バッドで暴力Ｈ26.6　　湊病院（措置入院）　Ｈ26.10自立訓練事業所「清里」　母が病院に対する不信感・転医を希望し青山荘入所　Ｈ27.8.3　他利用者の背中を殴る。入院を希望してH27.9.8当院1回目の入院。H27.9.24退院し､グループホーム入居。以後､当院への通院､就労移行支援｢あっとワーク｣利用を継続。

H27.9.8当院受診し、当院1回目の入院となる(任意入院)。その後2回入退院繰り返し、Ｈ29.1.27からデイケア開始となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労をし、一人暮らしの準備を行う。
	①ストレス耐性の向上
	①デイケアでプログラムに参加し、自分に合うストレス対処法、対人関係能力を見つけていく
	①デイケアのプログラムに参加することでストレス対処法を身に付け1日の生活リズムを整えていく。スタッフは実施状況を観察し、出来ている事を評価していく。また、余暇時間の過ごし方では勉強以外に対人交流が図れるよう環境を整えていく。疲労感が窺える場合は声がけし精神状態について評価していく。

	
	②就労意欲を高める
	②就労意欲が維持できるよう、仕事に対する具体的な話し合いをする
	②就労プログラムに参加し、仕事の上で必要な対人関係スキルを学んでいく。

	
	③不安や問題の早期解消ができるようになる
	③仕事や生活に関する問題を自分から相談し対処できるようになる。
	③不安や問題について聞かれた際に、自身の気持ちを表現出来るようになる。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。

	
	④体力の低下を防ぎ身体機能を維持する
	④運動療法へ参加し、気分転換・体力の向上を図る
	④運動に対して苦手意識があるが仕事には体力が必要であることや気分転換目的で運動療法への参加を促していく。スタッフは実施状況を観察し、出来ている点を評価し継続出来るようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケアでプログラムに参加し、自分に合うストレス対処法、対人関係能力を見つけていく
	・デイケアのプログラムには積極的に参加し、質問をしたり意見を出し自分が気に入ったものは「ためになります。」と感想を述べている。

・プログラムには特に不満が無いが、デイケアの利用者に対する不満（レベルが低い、プログラム中に居眠りしたり携帯電話をいじっているのは許せない）を言いデイケア通所時のストレスを伝えている。


	言語的な知能は高いが、動作的な知能や情報を統合する知能は低い。そのため理解したことを行動に移すことが困難である。今後、目標を継続し出来た事は評価し本人に出来ない面も自覚させることで自己評価に繋げていく

	②就労意欲が維持できるよう、仕事に対する具体的な話し合いをする
	・本人は「1年位はデイケアに通ってその間に仕事をゆっくりと見つけていきたい。」と話している。「歴史に興味があるけどそれを生かせる仕事は無い。」「今までも自分は何回の採用試験に落ちて自信を無くしている。」と話している。資格をとるような勉強を提案するが、「それはちょっと。」と乗り気ではない。

・仕事に対してはハローワークへ行って就職活動をしているが、「自分に合う仕事はこの辺にはない気がする。」と話している。仕事をデイケアやグループホームが嫌になった時に仕事を逃げ道として考えている印象。アパート暮らしもしたいため自分で稼ぎたいとは話している。
	仕事に対してどんなことをやりたいかがまだ定まっていない状況。その為、目標を継続しつつ、一旦仕事のことは考えずに自分の能力を自覚できるようになってから合う仕事見つける事が出来るよう関わっていく。

	③仕事や生活に関する問題を自分から相談し対処できるようになる。
	・最初は自発的に援助を求めることはなく、スタッフが表情等から本人の疲労度やストレスについて確認していた。徐々に勉強に集中できなくなり表情の硬さがみられるようになり、自発的にデイケアやグループホームや青明舎のスタッフに本人の現状を相談するようになる。自分の事は分析できているが、スタッフのアドバイスを聞いても「それはわかっているんですけど…。」と聞き入れることは難しい様子であった。自分から相談できるようになったことを評価している。
	今後も目標を継続し、本人から関係機関スタッフに相談し、話を聞いてもらったりアドバイスを受けることでストレスを緩和させたり、逃げ道を作っておく。

	④運動療法へ参加し、気分転換・体力の向上を図る
	ラジオ体操やレクダンスには参加しているが、エアロビやDVD体操には参加していない。ストレスが溜まった時は全く違うことをやることも1つのストレス発散方法であることを説明されるが、抵抗を示している。
	無理強いはせずに本人の興味を持った時に参加してもらう。


【目標・治療計画（検討後）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労をし、一人暮らしの準備を行う。
	①ストレス耐性の向上
	①デイケアでプログラムに参加し、自分に合うストレス対処法、対人関係能力を見つけていく
	①デイケアのプログラムに参加することでストレス対処法を身に付け1日の生活リズムを整えていく。スタッフは実施状況を観察し、出来ている事を評価していく。また、余暇時間の過ごし方では勉強以外に対人交流が図れるよう環境を整えていく。疲労感が窺える場合は声がけし精神状態について評価していく。

	
	②就労意欲を高める
	②就労意欲が維持できるよう、仕事に対する具体的な話し合いをする
	②就労プログラムに参加し、仕事の上で必要な対人関係スキルを学んでいく。

	
	③不安や問題の早期解消ができるようになる
	③仕事や生活に関する問題を自分から相談し対処できるようになる。
	③不安や問題について聞かれた際に、自身の気持ちを表現出来るようになる。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。

	
	④体力の低下を防ぎ身体機能を維持する
	④運動療法へ参加し、気分転換・体力の向上を図る
	④運動に対して苦手意識があるが仕事には体力が必要であることや気分転換目的で運動療法への参加を促していく。スタッフは実施状況を観察し、出来ている点を評価し継続出来るようにする。


